
 

 

 

 

 

 

《海
うみ

の 魚
さかな

と川
かわ

の 魚
さかな

》 
海
かい

水魚
すいぎょ

と淡水魚
たんすいぎょ

では、それぞれの環 境
かんきょう

に適し
てき

た 体
からだ

の仕組み
し く  

があります。ここで関わって
かか

来る
 く

のが

「浸透圧
しんとうあつ

」です。浸透圧
しんとうあつ

とは、濃度
の う ど

の異なる
こと

２つの液体
えきたい

が濃度
の う ど

を均一
きんいつ

にしようと、薄い
うす

液体
えきたい

から濃い
こ

液体
えきたい

に

水分
すいぶん

が移動
い ど う

する 力
ちから

のことです。 魚
さかな

は、この浸透圧
しんとうあつ

を調 整
ちょうせい

してそれぞれの環 境
かんきょう

で暮ら
く  

しており、鰓
えら

・

腎臓
じんぞう

・ 腸
ちょう

が浸透圧
しんとうあつ

調 節
ちょうせつ

で重 要
じゅうよう

な役割
やくわり

をもっています。ここでは、水分
すいぶん

と塩類
えんるい

に注 目
ちゅうもく

して図
ず

にしました。 

〇海水
かいすい

(濃さ
こ  

：体液
たいえき

＜周り
ま わ  

) 〇淡水
たんすい

(濃さ
こ  

：体液
たいえき

＞周り
ま わ  

) 

塩分 

水分 

水を飲む 

塩分 
等
とう

張
ちょう

尿
にょう

(自分の体液と 

同じ濃さの尿)を少量 

塩分 

水分 

水を飲む 

塩分 
低張
ていちょう

尿
にょう

(自分の体液より 

薄い尿)を多量 

 
海
かい

水魚
すいぎょ

は、塩
しお

が入って
はい

きすぎて喉
のど

がカラカラの状 態
じょうたい

、 

淡水魚
たんすいぎょ

は、水
みず

が入って
はい   

きすぎて浮腫み
む く  

そうな状 態
じょうたい

ってことだね！ 

《汽水域
き す い い き

》 
 川

かわ

の水
みず

と海
うみ

の水
みず

が混ざり
ま   

合う
あ  

場所
ば し ょ

を「汽水域
きすいいき

」と呼び
よ  

ます。汽水域
きすいいき

で暮
く

らすスズキやハゼ、ボラなどの魚
さかな

や、サケやウナギのように海
うみ

と川
かわ

を行き来
い  き

する魚
さかな

を「広塩性魚
こうえんせいぎょ

」と言い
い  

ます。こうした魚
さかな

は、浸透圧
しんとうあつ

調節
ちょうせつ

の仕組み
し く  

が多様
た よ う

かつ柔軟
じゅうなん

に成長
せいちょう

や変化
へ ん か

することができます。 

 また汽水域
きすいいき

では、海
うみ

と川
かわ

の水
みず

の境目
さかいめ

がくさび状
じょう

に広がる
ひろ    

現象
げんしょう

が見
み

られます。これを「塩水
えんすい

くさび」と

言います
い    

。水
みず

環境館
かんきょうかん

では、塩水
えんすい

くさびのできる条件
じょうけん

を詳
くわ

しく知
し

るために、毎日
まいにち

表層
ひょうそう

と底層
ていそう

の水温
すいおん

と塩分
えんぶん

濃
のう

度
ど

を計測
けいそく

しています。しかし、潮
しお

や天気
て ん き

によっても変化
へ ん か

するため詳
くわ

しい条件
じょうけん

は不明
ふ め い

です。 

川 

海 

塩水
えんすい

くさび 



 

 

 

《塩水
え ん す い

くさびをつくろう！》 

 
予想
よそう

 

 
材 料
ざいりょう

 

 

方法
ほうほう

 

 
考察
こうさつ

・こんな実験
じっけん

してみたい！ 

① カップに水道
すいどう

水
すい

100ｍｌと塩
しお

3.5ｇを入
い

れ、よく混
ま

ぜて海水
かいすい

をつくる。 

※今回
こんかい

は境目
さかいめ

を分
わ

かりやすくするために絵具
えのぐ

を一緒
いっしょ

に混
ま

ぜます。 

 

 

 

 

 

② 透明
とうめい

なカップに残
のこ

りの水道
すいどう

水
すい

100ｍｌを入
い

れる。 

 

 

 

 

③ スポイトで海水
かいすい

をとり、カップの底
そこ

までさし、やさしく流
なが

し込
こ

む。 

 

 

 

 

 

 

④ 好
す

きな 量
りょう

になるまで②を 行
おこな

う。 

水道
すいどう

水
すい

200ml、塩
しお

3.5ｇ(小
こ

さじ 1 弱
じゃく

)、マドラー、絵具
えのぐ

、スポイト、透明
とうめい

なカップ 

 

 
結果
け っ か

 

 チャレンジ実験
じっけん

！～どれが海水
かいすい

に浮
う

いて、淡水
たんすい

に沈
しず

む？？～ 

マドラー・ボタン・トマト・貝殻
かいがら

 

水道
すいどう

水
すい

100ml 

+ 塩
しお

3.5ｇ + えのぐ 

水道
すいどう

水
すい

 

100ml 

海水(①) 



 

 

 

《チャレンジ実験
じっけん

！おまけ♪》 

① 色
いろ

をつけなかったら？ 

 今回の実験では、一目で分かりやすいように海水に色を付けましたが、色を海水と淡水どちらにもつけ

なかったらより現実に近い塩水くさびが作れる！ 

 

② 混
ま

ぜたらどうなる？ 

 今回の実験では、淡水より重い海水は下に沈み、淡水と海水の層ができました。では、海水と淡水を混

ぜたら、どうなるのでしょう？同じように海水が下に沈むのでしょうか。 

 

③ 上
うえ

から海水
かいすい

を落
お

としてみると？ 

 今回の実験では、スポイトをコップの下にさして海水を流し込みましたが、淡水の上からスポイトで海

水を落としてみるとどうなるのでしょうか？落とす量や速さを変えてみるとさらに面白いです。 

 

④ 他
ほか

にも海水
かいすい

に浮
う

いて、淡水
たんすい

に沈
しず

むものを見
み

つけよう！ 

 海水よりも軽くて、淡水よりも重いものを探してみましょう。おうちの冷蔵庫の中にあるかも！？ 

 

 

チャレンジ実験は、私が予備実験したときに 

疑問に思ったこと！ 

「なぜそうなったのか」まで考えると 

面白いよ♪ 

挑戦してみよう！！ 


